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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
ガス流量を計測する流量検出手段と、前記流量検出手段の計測値より瞬時流量値に換算す
る流量演算手段と、前記流量演算手段で求めた瞬時流量値を時系列に関連付けて流量パタ
ーンとして記憶する流量記憶手段と、前記流量演算手段で求めた瞬時流量値を平均化して
平均流量値を求める平均流量演算手段と、前記平均流量演算手段で求めた平均流量値より
器具流量と判定したとき当該流量値を登録する流量登録手段と、器具別の流量パターンを
記憶した器具流量記憶手段と、前記流量記憶手段と前記器具流量記憶手段に記憶されたそ
れぞれの流量パターンを比較して使用器具を推定する器具推定手段と、前記流量登録手段
に登録された流量値を判定したときその使用時間を計測する使用時間計測手段と、器具別
の連続使用時間の制限値を格納する使用時間設定手段と、前記使用時間計測手段の使用時
間と前記使用時間設定手段の設定値を比較し使用器具の異常有無を判定する異常判定手段
と、前記異常判定手段の異常有判定が成立したときガスの供給を遮断する遮断手段と、流
量情報や異常情報をセンタに通報する通信手段と、予め定めたタイミングあるいは所定の
周期でセンタに電文を送信しセンタから応答電文を受信したとき遠隔監視が正常に機能し
ていると判断する通信確認手段と、前記通信確認手段によりセンタとの通信が正常に実行
されたと判断したとき前記使用時間設定手段の設定値を延長する方向に変更する使用時間
切替手段を備え、
前記異常判定手段は、器具連続使用時間の監視を行うとき、前記器具推定手段で推定され
た使用器具に対応する連続使用時間の制限値を用いて使用時間との比較を行い異常の有無
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を判断し、
前記使用時間設定手段は、推定された器具に対応する連続使用時間の制限値に応じて設定
された最長延長可能時間の範囲内で使用時間設定手段の設定値を延長可能としたガス遮断
装置。
【請求項２】
使用時間切替手段は、使用時間設定手段の設定値を変更するとき、最長延長可能時間の範
囲において複数回の変更処理を可能とした請求項１記載のガス遮断装置。
【請求項３】
一定期間の使用時間を計測し所定係数を乗じて使用時間設定手段の設定値を更新する学習
手段を備え、
使用時間切替手段は、前記学習手段で更新された設定値に応じて設定される最長延長可能
時間の範囲内で使用時間設定手段の設定値を延長可能とした請求項１または２記載のガス
遮断装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ネットワークとガス遮断装置に関し、特に、ネットワーク接続検出の出力信
号により器具の使用制限制御機能により保安を高めると共に使い勝手の向上を図ったガス
遮断装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、この種のガス遮断装置としては、例えば特許文献１に示されるようなものがあっ
た。
【０００３】
　この特許文献１のガス遮断装置について図３を用いて簡単に説明する。図３に示すよう
に、ガス容器１ガス供給配管５を通じてガス燃焼器具８に供給されるＬＰガスの流量を積
算し、該積算流量値がリセット可能なガス流量積算手段１０ａ－１と、該ガス流量積算手
段１０ａ－１による積算流量値に基づいてガス容器１のガス残量が予め定めた判定値以下
に減少したことを検出したとき警報信号を発生して、外部に伝送する警報信号発生手段１
０ａ－２と、前記ガス燃焼器具８へのＬＰガスの供給を遮断するため予め定めた使用時間
遮断設定値を超えて前記ガス燃焼器具８へのＬＰガスの供給が連続的に行われたとき、又
は前記使用時間遮断設定値に基づいて予め定めた第１の監視値を超えて前記ガス燃焼器具
８へのＬＰガスの供給が連続的に行われたとき、前記使用時間遮断設定値を自動的に上方
へ設定し直すようになされた使用時間遮断装置１０ａ－３が、前記使用時間遮断設定値、
又は前記第１の監視値を超えた前記ガス燃焼器具８の連続使用時間を検出して前記使用時
間遮断設定値の上方への設定し直しを開始したとき、使用時間増加信号を発生して、外部
に伝送する使用時間増加信号発生手段１０ａ－４を備えた構成としてある。
【０００４】
　そして、上記構成によって、ガス容器１からガス供給配管５を通じてガス燃焼器具８に
供給されるＬＰガスの流量をガス流量積算手段１０ａ－１が積算し、警報信号発生手段１
０ａ－２がこの積算流量値に基づいてガス容器１のガス残量が判定値以下に減少したこと
を検出したとき警報信号を発生して、外部に伝送し、かつ積算流量値がリセット可能にな
っているので、ガス流量積算手段１０ａ－１の積算流量値がガス容器１を充満状態にある
新しいガス容器１と交換した後のガス容器１のガス残量を管理して、ガス容器１のガス残
量が判定値以下に減少したことを警報信号によって知らせることができる。
【０００５】
　また、ガス燃焼器具８へのＬＰガスの供給を遮断する予め定めた使用時間遮断設定値を
超えてガス燃焼器具８にＬＰガスが連続的に供給されたとき、又は使用時間遮断設定値に
基づいて予め定めた第１の監視値を超えてガス燃焼器具８へのＬＰガスの供給が連続的に
行われたとき、使用時間遮断設定値を自動的に上方へ設定し直すようになされた使用時間
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遮断装置１０ａ－３が、使用時間遮断設定値、又は第１の監視値を超えたガス燃焼器具８
の連続使用時間を検出して使用時間遮断設定値の上方への設定し直しを開始したとき、使
用時間増加信号発生手段１０ａ－４が使用時間増加信号を発生して、外部に伝送するので
、警報信号の発生後に使用時間増加信号発生されたとき、これらの信号が伝送された外部
ではガス燃焼器具８の連続使用時間が使用時間遮断設定値を超えたり、使用時間遮断設定
値を超えないまでも第１の監視値を超えたりして、通常の連続使用時間よりも長くなって
いるため、ガス残量が通常よりも速い速度で減少してガス容器１のＬＰガスを消費し尽し
てしまう、いわゆる「ガス切れ」が発生する確率が極めて高いことを判断することができ
るというものであります。　
【特許文献１】特開２００１－７４５３２号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、上記従来の構成には、ガス燃焼器具８の連続使用時間を制限する使用時
間遮断設定値を所定の条件下で上方への設定し直しをするという一例として、上記背景技
術に記載したように、ガス燃焼器具８へのＬＰガスの供給を遮断する予め定めた使用時間
遮断設定値を超えてガス燃焼器具８にＬＰガスが連続的に供給されたとき、使用時間遮断
設定値を自動的に上方へ設定し直し、前記設定し直しが開始されたとき使用時間増加信号
を外部に伝送するというＬＰガス残量管理装置が開示されているだけであり、本願発明が
解決しようとする、使用器具に応じて設定した連続使用許容時間に基づいて器具の使用時
間監視を行うガス遮断装置において、ガスメータがネットワークに接続され監視センタに
より遠隔監視が可能な状態にあるか否かで、連続使用許容時間の延長可否を決定するよう
にし、安全性を確保しつつ使い勝手の向上を図る、という点に関しては開示されていない
。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記従来の課題を解決するために、本発明のガス遮断装置は、ガス流量を計測する流量
検出手段と、前記流量検出手段の計測値より瞬時流量値に換算する流量演算手段と、前記
流量演算手段で求めた瞬時流量値を時系列に関連付けて流量パターンとして記憶する流量
記憶手段と、前記流量演算手段で求めた瞬時流量値を平均化して平均流量値を求める平均
流量演算手段と、前記平均流量演算手段で求めた平均流量値より器具流量と判定したとき
当該流量値を登録する流量登録手段と、器具別の流量パターンを記憶した器具流量記憶手
段と、前記流量記憶手段と前記器具流量記憶手段に記憶されたそれぞれの流量パターンを
比較して使用器具を推定する器具推定手段と、前記流量登録手段に登録された流量値を判
定したときその使用時間を計測する使用時間計測手段と、器具別の連続使用時間の制限値
を格納する使用時間設定手段と、前記使用時間計測手段の使用時間と前記使用時間設定手
段の設定値を比較し使用器具の異常有無を判定する異常判定手段と、前記異常判定手段の
異常有判定が成立したときガスの供給を遮断する遮断手段と、流量情報や異常情報をセン
タに通報する通信手段と、予め定めたタイミングあるいは所定の周期でセンタに電文を送
信しセンタから応答電文を受信したとき遠隔監視が正常に機能していると判断する通信確
認手段と、前記通信確認手段によりセンタとの通信が正常に実行されたと判断したとき前
記使用時間設定手段の設定値を延長する方向に変更する使用時間切替手段を備え、前記異
常判定手段は、器具連続使用時間の監視を行うとき、前記器具推定手段で推定された使用
器具に対応する連続使用時間の制限値を用いて使用時間との比較を行い異常の有無を判断
し、前記使用時間設定手段は、推定された器具に対応する連続使用時間の制限値に応じて
設定された最長延長可能時間の範囲内で使用時間設定手段の設定値を延長可能としたもの
である。
【０００８】
　上記発明によれば、器具が使用されたことを流量検出手段により検出し、所定の演算手
段により換算された流量値を時系列に記憶した流量パターンを用いて使用器具を判別する
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ことができ、予め定めた器具別の連続使用時間に基づいて使用条件の異なるそれぞれの器
具に対応した適切な連続使用時間の監視を行うことができ、かつガスメータがネットワー
クに接続されガス事業者が管理する監視センタにより遠隔監視が可能な状態にあるか否か
で、連続使用許容時間の延長可否を決定するようにし、通信状態が確保でき監視センタに
より遠隔監視が可能な状態にあると判定したとき、使用時間切替手段により使用時間設定
手段で設定される推定された器具に対応する連続使用時間の制限値を最長延長可能時間の
範囲内で延長する方向に変更することで、ガス需要家は器具を長時間使用することが可能
となり、かつその器具使用状態を遠く離れた監視センタで遠隔監視を行うことができ、特
に、暖房器具のように本来長時間使用する器具を長時間使用したいとき、短時間で遮断す
ることなく使い勝手を向上させることができると共に、安全性も高めることが可能となる
。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明のガス遮断装置は、流量情報に基づいて推定される器具別に、その使用時間と予
め定めた器具別の連続使用時間の制限値を比較して器具使用時間の制限を行うことで、使
用条件の異なるそれぞれの器具に対応した適切な監視を実行し安全性を確保することを基
本とし、さらに、ガスメータがネットワークに接続されガス事業者が管理する監視センタ
により遠隔監視が可能な状態にあるか否かで、連続使用許容時間の延長可否を決定するよ
うにし、通信状態が確保でき監視センタにより遠隔監視が可能な状態にあると判定したと
き、使用時間切替手段により使用時間設定手段で設定される推定された器具に対応する連
続使用時間の制限値を最長延長可能時間の範囲内で延長する方向に変更することで、ガス
需要家は器具を長時間使用することが可能となり、かつその器具使用状態を遠く離れた監
視センタで遠隔監視を行うことができ、特に、暖房器具のように本来長時間使用する器具
を長時間使用したいとき、短時間で遮断することなく使い勝手を向上させることができる
と共に、安全性も高めることが可能となる。
【００１０】
　つまり、ガス遮断装置とガス事業者が管理する監視センタとの間をネットワーク等の通
信回線を利用して接続し、ガス事業者が管理する監視センタでガス需要家が器具使用中、
あるいは長時間使用し使用時間遮断予告状態に入った等の情報を２４時間監視することに
より、器具使用の安全を確保することができ、ガス遮断装置からの情報に基づき直ちに出
動あるいはガス需要家に電話し器具使用を停止させるなどのアクションをとることが可能
となり、一方、ガス需要家は安心してガス器具の使用を長時間使用可能となり、使い勝手
が向上し、安全性を高める効果がある。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１１】
　第１の発明は、ガス流量を計測する流量検出手段と、前記流量検出手段の計測値より瞬
時流量値に換算する流量演算手段と、前記流量演算手段で求めた瞬時流量値を時系列に関
連付けて流量パターンとして記憶する流量記憶手段と、前記流量演算手段で求めた瞬時流
量値を平均化して平均流量値を求める平均流量演算手段と、前記平均流量演算手段で求め
た平均流量値より器具流量と判定したとき当該流量値を登録する流量登録手段と、器具別
の流量パターンを記憶した器具流量記憶手段と、前記流量記憶手段と前記器具流量記憶手
段に記憶されたそれぞれの流量パターンを比較して使用器具を推定する器具推定手段と、
前記流量登録手段に登録された流量値を判定したときその使用時間を計測する使用時間計
測手段と、器具別の連続使用時間の制限値を格納する使用時間設定手段と、前記使用時間
計測手段の使用時間と前記使用時間設定手段の設定値を比較し使用器具の異常有無を判定
する異常判定手段と、前記異常判定手段の異常有判定が成立したときガスの供給を遮断す
る遮断手段と、流量情報や異常情報をセンタに通報する通信手段と、予め定めたタイミン
グあるいは所定の周期でセンタに電文を送信しセンタから応答電文を受信したとき遠隔監
視が正常に機能していると判断する通信確認手段と、前記通信確認手段によりセンタとの
通信が正常に実行されたと判断したとき前記使用時間設定手段の設定値を延長する方向に
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変更する使用時間切替手段を備え、前記異常判定手段は、器具連続使用時間の監視を行う
とき、前記器具推定手段で推定された使用器具に対応する連続使用時間の制限値を用いて
使用時間との比較を行い異常の有無を判断し、前記使用時間設定手段は、推定された器具
に対応する連続使用時間の制限値に応じて設定された最長延長可能時間の範囲内で使用時
間設定手段の設定値を延長可能としたことを特徴とするものである。
【００１２】
　そして、器具が使用されたことを流量検出手段により検出し、所定の演算手段により換
算された流量値を時系列に記憶した流量パターンを用いて使用器具を判別することができ
、予め定めた器具別の連続使用時間に基づいて使用条件の異なるそれぞれの器具に対応し
た適切な連続使用時間の監視を行うことができ、かつガスメータがネットワークに接続さ
れガス事業者が管理する監視センタにより遠隔監視が可能な状態にあるか否かで、連続使
用許容時間の延長可否を決定するようにし、通信状態が確保でき監視センタにより遠隔監
視が可能な状態にあると判定したとき、使用時間切替手段により使用時間設定手段で設定
される推定された器具に対応する連続使用時間の制限値を最長延長可能時間の範囲内で延
長する方向に変更することで、ガス需要家は器具を長時間使用することが可能となり、か
つその器具使用状態を遠く離れた監視センタで遠隔監視を行うことができ、特に、暖房器
具のように本来長時間使用する器具を長時間使用したいとき、短時間で遮断することなく
使い勝手を向上させることができると共に、安全性も高めることが可能となる。
【００１３】
　また、第２の発明は、上記第１の発明における使用時間切替手段として、使用時間設定
手段の設定値を変更するとき、最長延長可能時間の範囲において複数回の変更処理を可能
としたことを特徴とするものである。
【００１４】
　そして、通信手段によりガス事業者が管理する監視センタと正常に通信状態を確保でき
ていることが確認できたとき、器具別の連続使用時間の延長を可能とし、その制限時間を
最長延長可能時間の範囲において複数回に分けて設定するようにしているため、遠隔監視
機能を確認しつつ制限時間を段階的に延長することができ、安全性を確保しつつ使い勝手
の向上を図ることができる。
【００１５】
　また、第３の発明は、上記第１、２の発明において、一定期間の使用時間を計測し所定
係数を乗じて使用時間設定手段の設定値を更新する学習手段を備え、使用時間切替手段は
、学習手段で更新された設定値に応じて設定される最長延長可能時間の範囲内で使用時間
設定手段の設定値を延長可能としたことを特徴とするものである。
【００１６】
　そして、通信手段によりガス事業者が管理する監視センタと正常に通信状態が確保され
ているときに設定可能な器具使用時間の最長延長可能時間を、需要家毎の器具使用パター
ンの学習結果に基づいて設定される制限時間に応じて設定するようにしているため、需要
家の器具使用状況に応じた最適な器具別の連続使用時間の制限値を設定することができ、
安全性と使い勝手のバランスを考慮したガス遮断装置を提供することができる。
【００１８】
　（実施の形態１）
　図１は本発明の実施の形態１におけるガス遮断装置とネットワークとの接続形態を示す
図、図２は同ガス遮断装置の制御ブロック図である。図１及び図２は図３と同一機能を行
う手段には同一番号を付している。
【００１９】
　図１において、ガス遮断装置４は無線子機９と接続され、無線子機９よりの通信は無線
親機１０との間で行われ、無線親機１０はネットワーク３を介してガス事業者の監視セン
タ２に接続される。無線は特定小電力或いは近距離無線等種々の方法がある。この図は無
線子機、親機を使用した場合であるが、ガス遮断装置より信号伝送装置をネットワーク（
電話回線など）を介してガス事業者の監視センタに接続される場合もある（図示せず）。
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【００２０】
　図２はガス遮断装置４の制御ブロック図の一例である。
【００２１】
　そして、設置されたガス器具が使用されガス消費が発生するとガス遮断装置４でその使
用状態を監視したり、使用量が計測され、記憶されている。このガス遮断装置４に記憶さ
れたデータはガス事業者からの定期的なデータ要求指令に基づいて応答する。
【００２２】
　図２において、７は流量検出手段で、ガス流量を計測する。なお、流量検出手段７とし
ては種々の方式があり、本実施の形態で示す流路内に設置された一対の超音波センサで超
音波信号を一方から他方に発信しその伝搬時間より使用ガス流量を検出するものや、流路
内に熱線式センサを設け流れにより変化するインピーダンスより流量を求めるもの、さら
には計量膜によりガス量を検出し計量膜の機械的動作を磁石とリードスイッチあるいは磁
気抵抗素子等により電気的パルス信号として流量を検出するものがある。
【００２３】
　例えば、超音波センサを用いた流量検出手段７について簡単に説明すると、超音波を送
信または受信する第１送受信器と受信または送信する第２送受信器が流れ方向に対向して
配置され、予め定めた周期毎に上流から下流へ、又下流から上流に向かって超音波信号を
送信し、伝搬時間を計測する。そして、第１送受信器と第２送受信器との超音波の伝搬時
間差から流路の大きさや流体の流れ状態を考慮して、流量演算手段１２で所定の演算式に
基づいて所定周期毎の瞬時流量値を求める。
【００２４】
　そして、平均流量演算手段２０で所定周期毎に求められる瞬時流量値を平均化して平均
流量値を求める。１３は流量登録手段で、平均流量演算手段２０で求めた平均流量値が所
定流量以上の場合、器具流量として使用時間監視対象として登録される。
【００２５】
　また、流量演算手段１２で求められる所定周期毎の瞬時流量値は時系列に関連付けて流
量記憶手段２３に入力され、所定期間毎の流量パターンとして記憶される。そして、器具
別に特徴的な流量パターンを器具流量記憶手段２２に格納しておき、流量記憶手段２３に
記憶された流量パターンと器具流量記憶手段２２に格納してある流量パターンとを器具推
定手段２４で比較して特徴的な流量情報に基づいて使用器具を推定する。
【００２６】
　１４は使用時間計測手段で、流量登録手段１３により平均流量演算手段２０で求められ
た平均流量値が器具流量として使用時間監視対象に登録されると使用時間の計測を開始す
る。１５は使用時間設定手段で、流量登録手段１３に登録される器具流量の流量域、及び
器具推定手段２４で推定される使用器具の情報に応じて使用時間の制限時間を予め設定さ
れている。例えば、器具別に流量域に対応した使用時間の制限値を設定したテーブルを設
けている。又、使用時間はガス需要家毎の使用時間に応じて使用時間範囲の下限から上限
範囲が予めあり、その範囲内で設定される。
【００２７】
　１６は異常判定手段で、使用器具の異常監視を行う。具体的には、使用時間計測手段１
４で計測された使用時間測定値と使用時間設定手段１５で使用器具の推定情報と器具流量
情報に基づいて設定される連続使用時間の制限値とを比較し、使用時間測定値が連続使用
時間の制限値を超えて異常な使用をされていないかを判定する。又、流量登録手段１３の
登録流量より使用最大流量の監視判定値などが記憶されており、例えばストーブ等へガス
を供給するホースが何らかの原因で外れた時、異常な大流量が発生するが、そのような状
態を監視するための合計流量遮断値等が設定されており、この設定値と流量登録手段１３
の登録流量値を異常判定手段１６で比較判定することで、登録流量値が使用最大流量値を
超えていないか等を判定する。この異常判定手段１６で異常と判定したとき遮断手段１７
に遮断信号を送ってガスの供給を停止する。また、遮断状態や遮断内容を液晶表示素子等
に表示すると共にガスの安全監視を行っている監視センタ２に通信手段１８などを通じて
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通報する。
【００２８】
　１９は使用時間切替手段で、ガス遮断装置４と監視センタ２の通信状態を通信確認手段
２５で確認し、正常に通信が行われ遠隔監視機能が正常に作用していると判断したときに
使用時間設定手段１５の設定値を予め定めた最長延長可能時間の範囲内で変更する。具体
的には、通信手段１８を介して無線子機９を通してネットワーク３を介してガス事業者の
監視センタ２とネットワーク接続通信を行う。ガス事業者のセンタ２より応答通信がネッ
トワーク３を介して通信手段１８が受信したとき、通信確認手段２５は正常に通信が行わ
れ遠隔監視機能が正常に作用していると判断して、使用時間切替手段１９は、使用時間設
定手段１５の設定値の上限値を更に上の上限値に全区分延長設定する。
【００２９】
　異常判定手段１６は、ガス遮断装置４と監視センタ２とが通信接続されていると使用時
間設定値は延長された更なる上限値と下限値の範囲に設定された遮断値と比較する。
【００３０】
　次に、以上のように構成されたガス遮断装置の動作を説明する。
【００３１】
　ガス遮断装置４は、例えば無線子機９を介して中継器としての無線親機１０との間で無
線信号により通信する。無線親機１０は更にネットワーク３に接続され、ガス事業者の監
視センタ２に有線通信或いは無線通信網を介して接続される。そして、この通信網を利用
してガス遮断装置４は予め決められたタイミング、あるいは所定の周期で通信確認手段２
５より通信手段１８を介して、監視センタ２との通信接続が正常にできているか否かを確
認するためのセンタ通信を行う。
【００３２】
　このセンタ通信は、まずガス遮断装置４の無線子機９より中継器としての無線親機１０
を介してネットワーク３を通じ監視センタ２に通信する。監視センタ２が受信すると応答
電文を返信する。通信確認手段２５は通信手段１８を介して応答電文を受信すると使用時
間設定手段１５の設定値の上限値より更なる最長延長時間の設定可能信号を出力する。ま
た、ネットワーク３との通信接続ができず、監視センタ２からの応答電文を受信できない
場合は通信確認手段２５から使用時間設定手段１５に対して上限値延長設定不可信号を出
力し、制限時間はネットワーク接続無の場合の低い上限値設定となる。
【００３３】
　ここで、予め定めたタイミング、あるいは所定の周期で実行されるセンタ通信により監
視センタ２から応答電文が返信されたとき、ガス遮断装置４と監視センタ２との間で正常
な通信状態が確保され、監視センタ２でガス遮断装置４の遠隔監視機能が正常に作用して
いると判断して、器具使用時間の延長を可能としている。
【００３４】
　そして、遠隔監視機能が正常な場合における延長可能な器具使用時間の制限値は、予め
定めた最長延長可能時間の範囲において設定可能とし、その設定方法も最初に応答電文が
返信されたとき最長延長可能時間を設定してもよく、予め定めたタイミング、あるいは所
定の周期で応答電文が返信される度に最長延長可能時間の範囲において複数回に分けて設
定するようにしてもよいものである。前者の設定方法によれば、器具使用時間の制限値の
延長変更処理を簡単に行うことができ、かつ使い勝手の向上を図ることができる。また、
後者の設定方法によれば、遠隔監視機能を確認しつつ制限時間を段階的に延長することが
でき、安全性を確保しつつ使い勝手の向上を図ることができる。
【００３５】
　ガス遮断装置４は、需要家宅で保有しているガス器具、例えばガスストーブや給湯器等
が使用されるとその流量を流量検出手段７で検出する。例えば超音波センサを用いた場合
は超音波信号の伝搬時間が検出値として計測され、この信号が流量演算手段１２に送られ
て瞬時流量値として算出され、平均流量演算手段２０で求められる平均流量値が予め定め
た器具流量値を超えたとき器具使用と判定して流量登録手段１３に登録される。
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【００３６】
　この流量登録手段１３に流量登録されると使用時間計測手段１４が器具の使用時間を計
時し始める。一方、使用時間設定手段１５は、流量記憶手段２３と器具流量記憶手段２２
の流量情報を入力して器具推定手段２４で推定される使用器具別に流量登録される流量の
属する流量区分毎、使用時間の制限時間の下限値と上限値とを有している。通常は最大の
上限値を使用時間設定手段１５の設定値とするが、需要家の器具使用状況に応じた最適な
器具使用時間の制限値を設定する場合は、使用時間設定手段１５の中に一定期間の使用時
間を計測し所定係数を乗じて設定値を更新する学習手段を設け、この学習手段で更新され
る設定値を器具使用時間の制限値として監視するようにしている。
【００３７】
　そして、本発明の遠隔監視機能が正常に作用しているときに器具使用時間の延長が可能
になる構成においては、使用時間切替手段１９として、学習手段で更新された設定値に応
じて設定される最長延長可能時間の範囲内で使用時間設定手段１５の設定値を設定するこ
とで、安全性と使い勝手のバランスを考慮したガス遮断装置を提供することができる。
【００３８】
　そして、異常判定手段１６は使用時間計測手段１４と使用時間設定手段１５のその時点
の設定値とを比較し、使用時間が設定より超えていないか監視する。
【００３９】
　一方、流量登録手段１３に登録される前の求めた流量値が、或いは登録後の流量より急
激に増加し、ホース抜け等の原因による異常流量を超えていないかも並行して監視する。
使用時間計測手段１４が使用時間設定手段１５の制限時間を超えていると判定すると、異
常判定手段１６即座に遮断手段１７に遮断信号を出力しガスの供給を停止し安全性を確保
している。
【００４０】
　煮炊きでガステーブルを使用したりやガスファンヒータ等が使用されているとき、比較
的長時間使用することがある。ガス需要家によってはこのような使い方をされるが、ガス
遮断装置４と監視センタ２とが通信接続されていると、器具の長時間使用の情報がガス遮
断装置４より即座に監視センタ２にネットワーク３を介して通報できるし、又監視センタ
２からも詳細な情報をネットワーク３を通じて通信電文で入手できる。
【００４１】
　このように監視センタ２のような遠隔よりガス需要家の器具使用状態を通信で監視でき
るので、使用時間の制限時間を延ばすことが可能となり、ガス需要家は暖房としてガスフ
ァンヒータを更に長時間使いたいのに予め設定された使用時間で遮断されたり、ガス事業
者からの通報で一旦器具停止したり、することがなくなり手間がかからず、使い勝手が向
上すると共に、通信ネットワークによる遠隔監視機能で安全確保が可能である。
【００４２】
　なお、本実施の形態に使用した数値限定は一例であり、又使用形態も本実施の形態に限
定されるものではない。
【産業上の利用可能性】
【００４３】
　以上のように、本発明に係るガス遮断装置は、ネットワーク接続を介して遠隔監視され
ることによりガス流量器具の使用制限機能を適切に確保できるものであり、器具監視装置
全般に適用できるものである。
【図面の簡単な説明】
【００４４】
【図１】ガス遮断装置とネットワークの接続形態を示す図
【図２】本発明の実施の形態１におけるガス遮断装置の制御ブロック図
【図３】従来のガス遮断装置の制御ブロック図
【符号の説明】
【００４５】
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　７　流量検出手段
　１２　流量演算手段
　１３　流量登録手段
　１４　使用時間計測手段
　１５　使用時間設定手段
　１６　異常判定手段
　１７　遮断手段
　１８　通信手段
　１９　使用時間切替手段
　２０　平均流量演算手段
　２２　器具流量記憶手段
　２３　流量記憶手段
　２４　器具推定手段
　２５　通信確認手段

【図１】

【図２】

【図３】
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